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◎全体世話人 ○分科会世話人

担当指導主事 田部井 洋 文 教育庁指導部初等教育指導課

○ これか らの教育 にお いて は,児 童一人一人が 自ら考え,主 体的 に判断 した り表現 した り

しなが ら,問 題を解決 して い くことので きる資質や能力の育成を図 ることが重要で ある。

そのため には,内 発的な動機付けによ って学習意欲 を喚起 し,児 童一人一人が 自分の意志

や考え,願 いな どを十 分に発揮 しなが ら,学 習活動 に主体的,意 欲的に取 り組み これか ら

の学 習や生 活に生 きて働 く知識 や能力 を獲得 して い くことがで きるよ う授業 を改善 して い

く必要 があ る。

○ 社会科 の学 習において,社 会 的事象の特色や意味,相 互の関連 な どにつ いて考え ること

がで きるよ うになる ことは,児 童一人一人の中 に自分な りの社会 的な見方や考え方の体系

が確立す る ことと一体の もので ある。児童一人一人が社会 的な見方や考え方を 自 ら深め,

その体系化 を図 るために,評 価 と支援の方法を中心に授業改善 の具体的手だてを実践的 に

究明 したのが,本 年度の研究であ る。

○ 研究の推進 に当た って は,全 体研究主題を設定 し,そ れ を受 けて4つ の分科会がそれぞ

れ研究主題 と研究仮説を立て,先 行研究に学 びなが らも主 に授業実践を通 して仮説 の検証

を行 い,主 題 に迫 るよ うに努めた。



全体研究構成と目次

〈教育課程編成の基準〉 〈児童観、学力観、評価観の転換 〉

○社会の変化に主体的に対応して生きる ○児童一人一人は様 々なよさや可能性を も
人間の育成(生 きる力の育成) った有能な存在である。
・人間 としての生 き方 ○児童一人一人の自己実現に生 きて働 く能
・個性を生かす教育 力の育成を図る。
・自己教育力の育成 ○教師の支援としての指導的評価の推進を
・国際社会に生きる日本人の育成 図る。 ・学習への意欲 を喚起 しよ うとす る
生涯学習社会における学校教育の在り方 評価 ・学習を方向付ける評価

〈小学校社会科の目標〉

社会生活にっいての理解を図 り、我が国の国土と歴史に対する理解 と愛情を育て、国際
社会に生きる、平和的な国家 ・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養 う。

社会科の授業における 社会科の授業における
児童の姿や傾向等 教師の指導の現状や課題等

〈社会科の授業で目指す児童像〉
○教わることか ら、 自ら学ぶ子へ(主 体性の育成)

○知 ることだけでな く、 自ら考える子へ(思 考力 ・判断力の育成)
・自らの力で社会生活を理解 し、その意味を考え、その後の学習
や生活に生かせる子
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〈平成6年 度社会科部会全体研究主題〉
児童一人一人が社会的事象 と自分 とのかかわ りにっいて主体的に追究 し、社会的な見方

や考え方を自ら深めていくための評価と支援の工夫

「

分科会 分 科 会 研 究 主 題 ページ

中学年 児童一人一人が、地域の社会的事象から発見 した問題を追究 しながら
社会的意味に気付き、自分なりの思いや考えをもって地域社会に働きか
けるための評価と支援の工夫 2

第5学 年 児童一人一人が産業や国土の様子 について、 自分 と社会的事象 とのか

かわりを通 して自分なりの見方や考え方を深めていくための評価と支援
の工夫 8

第6学 年 児童一人一人が歴史的事象を主体的に追究 し、自分なりの見方や考え
A 方を深めるための評価と支援の工夫 13

第6学 年 歴史学習において、児童一人一人の 「考える力」 と 「表現す る力」を
B 高めるたあの学習活動及び評価と支援の工夫 19
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〈社会科の授業改善の視点〉

○主体的な学習 ○事実認識の重視とその社会的意味の自己との関連性における理解
○社会的思考力 ・判断力 ・表現力の育成 ○児童一人一人の学習活動に即 した評価と支援
①自分らしさを発揮できる場づ くり(学 習活動や学習過程の選択、個に応じた支援)
②自分とのかかわりを大事にして学べる場づ くり(内 発的動機に基づ く学習活動の

組立て一体験的活動、 自己評価 ・相互評価、表現活動)

③一人一人の変容を期待で きる明確な目標づ くり(評 価規準 の設定、問題意識の醸成)
④ 目標に迫 る学習材の重点化 、構造化(基 礎基本の明確化 一教材の精選)

⑤ねば り強 く問い続け、考えを深 める場づ くり(学 習過程の吟味、情報交換)
⑥学習状況を的確に把握 し、認め励 ます評価(評 価計画の作成、肯定的評価 と支援)
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研 究 主 題 く中学年分科会 〉

児童一人一人が,地 域の社会的事象か ら発見 した問題 を追究 しなが ら社会的意味 に気付

き,自 分 な りの思 いや考え を もって地域社会 に働 きかけ るための評価 と支援の工夫

1研 究主題設定 の理 由

中学年 の児童 は,自 分 が生活す る地域社会 にっ いて知 らない ことが多 い。 この傾向 は,価

値観 の多様 化に伴 い,地 域社会 にお ける共同生活 という意識 が次第 に希薄 にな り,地 域社会

と家庭,地 域社 会 と児 童の距離が年 々広が って きて いることによ るもの と思 われ る。 したが

って,児 童 にとって地域 社会 は,一 番 身近で あ りなが らそ うとは意識 され な くな って きて い

ると言え る。そ こで中学年分科会では,地 域の社会的事象 に積極的に 目を向け,そ こか ら問

題を発見 し,主 体的にかかわ ってい こうとす る児童 を育ててい きたい と考 えた。

また,中 学年の児童 は,非 常 に活動的で,「 自分 の目で確かめたい。」,「 自分の手 で何

か したい。 」 とい う欲求が強 い。 こう した児童の思いや願 いを十分 に生か し,自 分の体 全体

を使 った活動 を取 り入れ,事 実を満足 い くまで収 集で きるよ うにす ることが重要であ る。 し

か し,事 実 を収 集す るだけでは,児 童 は,そ の事実の もっ社会 的意味 に気付 くことはで きな

い。収集 した事実を比較 した り,関 係付 けた りしなが ら,社 会 的な意味 に気付 くよ うにす る

ことが大切だ と考え る。 さらに,中 学年社会科 は,地 域社会に対す る深 い愛情 を もって よ り

よ く生 きようと してい る人 々の くら しや営 み,考 え方 を学ぶ ことを通 して,地 域 自体 を把握

す るとと もに,獲 得 した知識や共感 した ことを生活 の中に生かそ うとす る児童の育成 を目指

して いる。 そこで,収 集 した事実を もう一度見 つめ直す活動を工夫 し,社 会 的意味に気付 き

自分 な りの思 いや考えを もって地域社会 に進んでかかわろ うと した り,「 自分た ちも協力 し

よ う。 」 と,行 動 を起 こ した りす る児童を育ててい きたい と考え た。

ところで,新 しい学力観 と して,「 関心 ・意欲 ・態度」が重視 されてい る。 また,生 涯 学

習 とい う立場 か ら,自 己教育力の重要性が強調 されて久 しい。 これ は,教 師主導型の授業を

見直 し,児 童一人一人が,発 見 した問題を主体的に追究 し,自 らの力で知識を獲得で きるよ

うな授業 へ と改善 し,生 涯 にわた って学 び続 ける意欲を もっ児童 を育てて いか なければな ら

ない とい う社 会的要請で ある と考え る。 そ こで,中 学年分科会で は,児 童が意欲的 に社会的

事象を追 究で きるよ う,適 切 な学習材 を選定 したり,活 動の場 を設定 した りして,自 ら学習

を進め ることがで きるよ う学 習環境 を整 える支援を行 うとと もに,自 信 と意欲 につなが る評

価 と,そ れ と一体 にな った 「支援 を中心 に した指導」 を重視 して,上 記 のよ うな研究主題 を

設定 し,研 究 を進あ ることに した。

H研 究のね らい

児童一人一人が 自分な りの思いや考えを もって地域社会 に働 きか けるよ うにな るための評

価 と支援の在 り方を明 らかにす る。

皿 研究の仮説

「活動の 目的や方向を と らえ,そ れに基づいて事実 を収集す る。 」,「 収集 した事実を見

つ あ直 し,そ の ことの もっ社会的意味を追究す る」 とい う学習過程を設定 し,一 人一人の学

習活動 に即 して評価 と支援を行 うことによ り,児 童 は自分 な りの思 いや考えを もって地域 社

会 に働 きかけ るよ うにな る。
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IV研 究の内容

1育 てた い児童像

中学年分科会で は,本 研究を進め るに当た り,

童像を次の よ うに考え た。

中学年 児童の特色や実態か ら,育 て たい児

●
社
会
的
事
象
に

目
を
向
け
る
子

●
社
会
的
意
味
を
考

え
よ
う
と
す
る
子

●
地
域
社
会
に
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
子

児童 の 姿(っ ぶ や き,発 言 等)

・驚 き を もっ 。(え 一 っ。 こん な こ とが

あ るの か 。 知 らな か った な あ。)

・疑 問 を もっ。(ど うな って い るの か な

あ。 聞 いて み た い な あ。 見 に行 って み

よ う。 調 べ て み よ う。)

・社 会 的事 象 相 互 の 関係 に つ い て疑 問 を

もっ。(こ れ と これ は,似 て い るな あ。

違 う と ころ もあ る な あ。 ど う して だ ろ

う。)

・社 会 的事 象 と人 間 の営 み との 関係 につ

い て疑 問 を もっ。(色 々工 夫 して い る

よ うだ な あ 。 苦 労 も あ る ん だ ろ う な

あ 。)

・自分 な りの 思 い や 考 え を もっ 。(こ ん

な 風 に した らい いん じゃな い か な 。 わ

た した ち にで き る こ と は,や って み よ

う。)

・社 会 的 事 象 と 自分 との か か わ りに気 付

き,生 活 に生 か す 。(わ た しの 生 活 が,

こん なふ うに変 わ った よ。)

単 元 で の 具 体 例

・ゴ ミ置 き場 を 見 た と き,「 こん な に多

いの か 。 す ごい な あ。 」(4年)

・授 業 で ,児 童館 の 中 の様 子 に つ いて 知

った 後,「 ぼ く,今 日,帰 りに行 って

み よ う。 」(3年)

・rT区 に は ,鉄 道 が12本 もあ り場 所 に

よ って は,4人 しか住 ん で い な い所 も

あ る。M市 と全然 違 うけ ど何 かわ けで

もあ るの か な 。 」(4年)

・ 「ず い分 仕 事 が あ るか ら大 変 そ うだ な

あ。 図 書館 の 人 は,コ ン ピ ュー ター を

使 って 工 夫 して い るよ うだ け ど,う ま

くい くの か な あ 。 」(3年)

・ 「す いが ら入 れ を 町 中 につ けて ,少 し

で も火事 をへ らそ う。 」(4年)

・ 「水 を も とめて 」の 学 習 を して

2「 評価 と支援 」の基本 的な考え方

中学年分科会 では,「 評 価 と支援 」を大 き く以下の二っ に分 けて考えた。それ は,「 学習

指導計画,環 境づ くり,資 料準備 な ど,児 童一人一人の思 いや考えが十分 に生か され る学習

を展 開す るための評価 と支 援」 と,「 個 々の思 いや考え に十分 に対応 し,児 童一人一人が問

題解決,自 己実現 を図 るたあの評価 と支援 」である。本研究で は,前 者を主な内容 と した。

なぜな ら,前 者を十分 に行 うことが後者 のたあの計画 にっなが ると考え たか らであ る。

そ こで,前 者の内容 を次の二っに分けて研究主題 に迫 ろ うと考え た。

(1)児 童一人 一人が 目的や見通 しを もち,主 体 的 ・意欲 的に追究 して い くたあの評価 と支援

目新 しい ことに敏感に興 味を示 し,活 動す ることを好む 中学年の 児童 は,具 体的で多様な

3



体 験 を 重 ね な が ら,生 き る力 を 獲得 して い く発 達 段 階 に あ る。 そ の特 徴 をで き る限 り生 か し

た学 習指 導 計 画 を立 て て い きた い。 そ こで,児 童 の 興 味 ・関心 や既 有 経 験 等 を と らえ,活 動

の 目的 や方 法 を 明確 に し,見 通 しを もて る よ う にす る と と もに,児 童 一 人 一 人 が 自分 の 思 い

や考 え を生 かす こ とが で きる学 習 指 導 計 画 を 構 想 す る こ とに した。 これ に よ って,児 童 は,

主 体 的 ・意 欲 的 に追 究 す る よ うに な る と考 え る。

(2)児 童 一 人 一 人 が 確 か な社 会 認 識 を深 め て い くた あ の評 価 と支 援

児 童 が 各 自の 思 い や考 え で 追 究 した 結 果 は,多 様 で あ る。 これ で 学 習 を終 え て しま って は,

社 会 認 識 を深 め る こ とはで き な い。 社 会 科 の授 業 で は,児 童 一 人 一 人 が,こ れ ま で の 追 究活

動 を振 り返 った り,友 達 が 調 べ た こ と との 共通 点 や相 違 点 を探 した り,関 連 を調 べ た りす る

こ とを通 して,社 会 的 事 象 の 奥 にあ る社 会 的 意 味 に気 付 く ことが 大 切 で あ る と考 え る。

そ こで,児 童 一 人 一 人 が,収 集 した 事 実 を比 較 した り,関 係 付 け た り して,そ こか ら問題

を発 見 で きる よ うに,情 報 交 換 の 場 にお け る学 習 の状 況 を評 価 し,そ れ に応 じた 支 援 の工 夫

が 重 要 に な る。 さ らに,児 童 一 人 一 人 が,社 会 的意 味 を追 究 す る様 子 を 評 価 し,個 々の追 究

活 動 に即 した支 援 を行 う こ と も大 切 で あ る。 これ に よ って,児 童 は,社 会 的 意 味 に 気 付 き,

自分 な りの思 い や 考 え を も って 地 域 社 会 に働 きか け るよ うに な る と考 え る。

3研 究主 題 に迫 る た め の手 立 て

(1>児 童 一人 一 人 の 思 い を十 分 に生 か し,意 欲 的 な学 習 活 動 を支 援 す る たあ の 「活 動 の ゴー ル

(学 習 の 目的 や 内容)」 の 設 定

社 会 的事 象 か ら問題 を発 見 す る た あ に は,児 童 が 自 ら,事 実 に しっか りと 目を 向 け る こ と

が必 要 で あ る。 そ の た め に は,「 児 童 自身 が 目的 や 見通 しを も って 意 欲 的 に取 り組 め る楽 し

い学 習活 動 」 の設 定 が有 効 で あ ろ う と考 え た 。 これ を,「 活 動oゴ ー ル 」 と した 。

(事 例)ア 自分 た ち の 町 を調 べ て,よ そ の 学 校 の 人 に紹 介 しよ う。

イ わ た した ち の 町 を,90周 年 の 本 で 紹 介 しよ う。

ウ 都 内 各地 の様 子 を調 べ て,東 京 ガ イ ドマ ップ を作 り,○ ○ さん に送 ろ う。

こ こで は,児 童 の 思 い を十 分 に生 か し,一 人 一 人 に 自分 な りの観 点 に基 づ い た活 動 を 広 く

許 容 して い く。 そ うす る こ とに よ り自分 の 体 全 体 で 集 あ た 事実 を手 掛 か りに して 学 習 を 進 め

て い く こ とが で きる と考 え る。

次 ペ ー ジの実 践 ① で は,作 った ポ ス タ ーを 貼 るの に適 切 な場 所 を調 べ に行 った。 この 活 動

に よ って,交 通 安 全運 動 の必 要 性 を実 感 的 に と らえ る こ とが で きた。

実 践② で は,「 車 」,「 お店 」,「 人 」 と い った キ ー ワー ドを話 し合 って 決 め,調 べ に行

った 。 ふ だ ん何 気 な く 「あ た りま え 」 と思 って い る こ と も,事 実 が は っ き りす る と疑 問 や驚

き に変 わ った。

実 践 ③ で は,電 力 需 要 の 伸 び か ら,「 ぼ くた ちが 大 人 に な る頃 に は,電 気 が足 りな くな っ

て しま うの で はな い か 。 」 とい う疑 問が 生 まれ,各 自が,「 何 とか しよ う。 」 とい う思 い で

追 究 を 開 始 した 。

この よ う に,児 童 は,「 目的 」 を意 識 しなが ら活 動 す る こ と によ って,自 分 な りの 「調 べ

る観 点(学 習 内 容)」 を もつ こ とが で きる。 この 観 点 を 手 が か り に調 べ て い くこ とに よ り,

児 童 は 社 会 的 事 象 に しっか り と 目を 向 け る よ うに な る。 「活 動 の ゴー ル 」 は,「 目的 」 を よ
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り楽 しい もの,み ん なで共有で きる もの にす ることで,児 童 自らが主体 的 ・意欲的 に社会 的

事象 に目を向 け られ るよ うにとの考えか ら生 まれた もので あ る。 この 「活動の ゴール 」に迫

るための追究過程を追究1と した。

(実 践例)

活動の ゴール例 評 価 と 支 援 児童 が 目 を向 け た社 会 事 象

①交通事故を防ぐ 掲 示板 のあ る場所 ・小 さ な交 差 点 で は ,赤 信 号 で もわ た って しま

た め に,ボ ス タ を地 図上 に示 し,話 う人 が 多 い。

一を貼 る場所 を し合 って見通 しを も ・車 の 通 る数 が 多 い通 り は ,黄 色 信号 に な って

探 しに行 こ う。 て るよ うにす る。 も止 ま らず 通 って しま う車 が 多 い。

②開校90周 年の本 歩数 を数 えた り, ・駅か ら少 しはなれた ところに商店街 があ る。

に のせ る クイ ズ ス トップ ウ ォ ッチや ・広 い通 りは車の通 る数が多いが,住 宅地 には

を作る ために町 カ メ ラ を使 っ た り し あ ま り通 らず,止 ま って い る車が 多 い。

の様子 を調べ に て結果を 目で見て比 ・車が通れないよ うな細 い道 が集ま って い る所

ノ ー ▼,

イ丁 」 つ 。 べ 易 い よ うにす る。 が あ る。

③便利な生活を続 電力需要の グラフ ・家の電気製品を全部使 うと○○ ワッ トも電気

けるたあに省工 で省 エネの必要性 に を 使 う こ とに な る。 た くさん 使 って る な あ。

ネ を訴 え よ う。 気 付 くよ うにす る。 ・電 気 を っ け っぱ な しの教 室 が あ る な あ
。

(2)児 童一人一人が確か な社会認識を深あてい くたあの情報 交換 の場の設定

児童一人一人が,つ かんだ事実の社会的意味に気付 き,自 分 な りの思 いや考えを もっ ため

には,っ かん だ事実 を互 いに比べ た り,っ なげ た りす る活動 を通 して,「 なぜ だろ う」,

「何の たあ にあ るのだ ろ う」 といった 「社会的意味に迫 る問題 」を もっ ことが必要で ある。

そ こで,中 間報告会や質問 コーナーとい った情報 交換 の場 を設定す る ことに した。児童 は,

自分がっかんだ事実 と友達がっかんだ事実を比べた り,意 見を交換 した り,教 師か らの助言

を受 けた りしなが ら,自 分 にとって切実な問題を生み出す。社会的意 味に迫 る追究活動の始

ま りで ある。 ここか らの追究過程 を追究2と した。

次 ペー ジの実践④で は,教 師 は,よ その駅 に降 りた経験を思い出すよ うに助言 し,Y駅 の

特色 に気付 くことがで きるよ うに した。お店の数を調べて いた グループ と,通 る人 の数 と服

装 を調べて いたグループ との情報交換 によ って,疑 問が解決 した。

実践⑤で は,品 物 の値段が店 によ って あま り変わ らず予想が外れ,児 童は驚 いた。 その驚

きか ら生 まれ た疑 問の解決 によ って,ス ーパ ーマーケ ッ ト,コ ンビニエ ンスス トア,専 門店

の それぞれの特色が は っきりし,消 費者の利用の仕方がわか って きた。

実践⑥で は,各 自が地域 を選択 して 自由に調べ た結果を観点別(自 然,工 場 の数,住 宅 の

数,人 口,畑,鉄 道 など)に 整理 して見っあ直 し,互 いの事実を比 べた結 果,夜 間人 口 と昼

の人 口の差 とい う東京都の特色 の一 っに迫 ることがで きた。

このよ うに,児 童が見学や観察,調 査 などの追究活動を通 して集めた事実は,多 くの社会

的意 味を含んで いる。 その社会 的意味 に迫 る問題づ くりの場で は,教 師 は,児 童一人一人の,

問題意識 を評価 し,そ の意識の状況 に即 して,適 切 に支援 して い くことが必要であ る。例え
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ば,事 象 の見方 や考 え方 を例 示 した り,視 点を絞 った り,集 めた事実 を整理 した りす る支援

を行 い,児 童一人一人 が切実 な問題 を生み 出す ことがで きるよ うにす ることが大切で ある。

(実践例)

情報交換の例 評 価 と 支 援 ア.児 童が発見 した問題 イ.深 めた社会認識

④町探検を してっ 「な ぜ だ と思 う」 ア.駅 前 に は なぜ 商 店 街 が な い の だ ろ うか。

かんだ事実を も 「本 当 に」 「どん な イ.Y地 域 は会 社 が 多 く,つ とあ に来 る人 た ち

ち よ り ク イ ズを 風 に 」 「た とえ ば 」 は自分の家の そばで買い物をす る。 だか らこ

作 る 。 と問 いか けて い く。 の地域 も住宅地の 中に商店街 があ る。

⑤ ス ー パ ー マ ー ケ 予想を立て られ る ア.値 段 は あ ま り変 わ らず コ ン ビニ は近 くに あ

ッ トと コ ン ビニ よ うにす るた め に, るの に,な ぜ お 母 さん は スー パ ー へ 行 くか。

エ ンス ス トアの 比べ る商品を決あ る イ.旬 の物 や新 鮮 さ,種 類 を求 め る時 は ス ー パ

値 段 を比 べ る。 よ うに助 言 す る。 一へ 行 くな ど目的 に よ って 行 きわ け て い る。

⑥ 東京都 を山地, 観 点別 に色分 けさ ア.東 京 の 低地 は,人 口が 多 い と言 って よい の

台地,低 地 に分 れ た カ ー ドに,話 し か,少 な い と言 うべ きなの か 。

け,各 々を 観 点 合 った こ とを ま とめ イ.会 社や店の集まる地域 は夜の人 口が少な く

別 に比 べ る。 られ るよ うに す る。 住宅地や団地の地域 は夜 の人 口が多 い。

(3)児 童 の思 いや考え を受 け入れ,一 人一 人の確か な社会認識 を深 あて い く,弾 力性 のあ る

「学習指導計画案」の基本形の作成

以上述べて きた二っの手立てを学 習指導 に有効 に位置付 けるたあ,「 学習指導計画案 」の

基本形を作成 した。 これ は,児 童の学 習状況 に合わせて修正 ・補足を加 え る余地 のある,弾

力性 を もった もので ある。

(「東京の広が りと各地の様子 」を例 に した学習指導計画案の基本形)

学習過程 主 な 学 習 活 動 ・ 内 容 の 例

追 (1)興 味 ・ ・東京都の各地の写真や立体地図模型 をみて,東 京都の概要を と らえ,東

究 関心が 京 都 の イ メ ー ジや,わ か らな い こ と,知 りた い こ とを 発 表 す る。

1 わ く ・ 「東 京 都 の こ とを よ く知 るた あ に ,わ た した ち の東 京 ガ イ ドマ ップ を 作

見通 し ろ う。 」 と,活 動 の ゴ ー ル を 決 あ る 。

を もつ ・どん な こ とを調 べ た らい いの か 考 え ,学 習計 画 を立 て る。

②調 べ る ・各地 の副 読 本 ,パ ンフ レ ッ トを 見 た り,現 地 の人 に イ ンタ ビュ ー した り

して,地 域 の特 色 を調 べ,ガ イ ドマ ップ に記 入 して い く。

追 (3)見 っ あ ・副読 本な どの資料 を使 って調べた結果を情報交換 し合 い,な ぜそん なに

究 直す 違 い が あ るの か とい う問題 を もっ 。(→ 修 正a)

2 ・各 自が立てた予想 を もとにその根拠 となる資料を探 し,問 題 の解決 に向

けて 話 し合 う。

(4確 か あ ・話 し合 った 後 で ,「 東 京 の イ メ ー ジ」 にっ いて 変 わ った 点 を 発 表 す る。

る ・広 ・完 成 した 「わ た した ち の東 京 ガ イ ドマ ップ」 を 見 合 い ,感 想 を 発 表 し合

げ る う。(→ 修 正b)
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(修 正aに つ いて)

児 童 は,イ ンタ ビュ ーや 副 読 本 に よ って 収 集 した事 実 をっ な げ た り比 べ た りす る こ と に よ

り,「 なぜ だ ろ う。 」 と い う疑 問 を もち,そ の 因 果 関係 を追 究 す るで あ ろ う と考 え た 。 しか

し,児 童 の疑 問 は,「 それ ぞ れ の 地 域 の 特 色 に つ い て も っと詳 し く知 りた い。 」 とい う もの

で あ った。 ま た,質 問 を受 け た児 童 か ら も,「 も っ と詳 しく調 べ た い。 」 と い う声 が あ が っ

た。 そ こで,各 自が 調 べ た地 域 に もう一 度 立 ち 返 り,疑 問 の 答 え を発 表 し合 う活 動 を 通 して,

東 京 都 の 全 体 像 を と らえ られ る よ うに しよ うと修 正 した。

(修 正bに つ いて)

学 習 内容 を振 り返 り,全 体 像 を確 か め合 う活 動 を 意 図 して い た が,児 童 の思 い は,「 調 べ

た所 へ 行 って み た い。 」,「 写 真 を撮 って きた い。 」 とふ くらん で い った。 そ こで,保 護 者

と相 談 した上 で,自 分 の行 きた い地 域 へ 出か け る計 画 を 立 て る活 動 に 変更 した。 これ は,地

域 社 会 に進 ん で か か わ ろ う とす る児 童 の姿 で あ り,学 習 を さ らに広 め る活 動 で あ る と考 え る。

この よ うに,児 童 一 人 一人 の変 容 を評 価 し,抱 いた 思 い や 考 え に応 じて 柔 軟 に対 処 す る こ

とが で き る,弾 力性 を もた せ た この 学 習 指 導 計 画 案 は,児 童 一 人 一 人が 地 域 社 会 に働 きか け

るよ うに な るた あ の有 効 な 支援 で あ る と考 え る。

V研 究 の 成 果 と今後 の課 題

1研 究 の 成 果

(1}「 活動 の ゴー ル 」 や 「情報 交換 の 活動 」 を,支 援 の 主 た る内 容 と し,学 習指 導 計 画 案 に 取

り入 れ た 研 究 で あ った た あ,活 動 的 で あ る とい う中学 年 児 童 の 特 色 を 生 か した 授 業 を構 想 す

る こ とが で き,児 童 一 人 一 人 の 「自 ら追究 して い こ う」 とす る意 欲 の 現 れ 方 や 追 究 の仕 方 を

把 握 す る こ とが で きた 。

(2)児 童 の 追 究 過 程 を 二 段 階 と して 設 定 して い るた あ,そ れ ぞ れ の 段 階 で 児 童 の 「社 会 的 事 象

へ の 見 方 や 考 え 方 の 高 ま り」 「社 会 認 識 の深 ま り」 「地 域 へ 自 らか か わ ろ うとす る意 欲 の 高

ま り」 を 把 握 す る こ とが で きた 。

2今 後 の 課 題

(1)二 段 階 の 追 究 過 程 を 設 定 したが,児 童 の 追 究 過 程 には個 人 差 が あ り,ひ と く く りに はで き

な い。 今 後 は,児 童 一 人 一 人 が 問 題 解 決,自 己実 現 を 図 れ るよ う,複 線 型 や 選 択 型 の 追 究 過

程 を工 夫 し,個 人 差 に応 じて い きた い。

(2)児 童 は,集 あて きた事 実 を発 表 し合 う こ とで 満 足 し,学 習 が そ こで止 ま りが ち に な る。 現

段 階 で は,教 師 が十 分 に か か わ り,「 切 実 な問 題 づ く り」 を 支 援 して い るが,こ れ を児 童 自

らの力,あ るい は 児童 相 互 の か か わ り合 い に よ って 行 わ れ る よ う に して い か な け れ ば,「 自

分 の思 い 」 を も って働 きか け よ う とす る 児童 に育 った と は言 い切 れ な い。 学 習 問題 づ く りの

在 り方 に っ い て研 究 を深 め て い きた い。
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研 究 主 題 く第5学 年分科会 〉

児童一人一人が産業 や国土 の様子 について 自分 と社会的事象 とのかかわ りを通 して 自分

な りの見方 や考え方 を深 めてい くための評価 と支援の工夫

1研 究主題設 定の理 由

児童を取 り巻 く社会 は急速 に変化 し,多 様な メデ ィアか ら多 くの情報が児童の まわ りに氾

濫 して いる。 また,国 際化が進む中で,人 間の価 値観 は,ま す ます多様化 して きてい る。 こ

う した状況 の中,自 分 に必要 な情報を選択 し,自 分な りの判断を下 し,主 体的に行動 す るこ

とがで きるよ うになるとと もに,お 互いの思 いや考 えを的確 に伝えた り,理 解 し合 えた りす

るための コ ミュニ ケー ション能力が児童に要求 されて いる。

一方,核 家族化や少子化が進み,自 分の身の周 りの 出来事 に対 して無 関心であ った わ,人

間関係が希薄 にな った りす る傾向が強 くな って きて いる。 この ような ことは,社 会科 の学習

において も,社 会的事象を 自分 とのかかわ りのある問題 として と らえた り,友 達 の意見 を聞

き,そ れを 自分の考え と結 びっけ,友 達 とかかわ り合 いなが ら学習を進 めた りする ことが苦

手で ある とい った姿 となって現れてい る。

反面,児 童 は,自 分が興味 ・関心を もった ことを調べ たり,ま とあた りす ることは好 きで

ある。 日頃は無関心な身の周 りにあ る様 々な情報 も,問 題意識を もつ と進 んで活動 に取 り入

れ る。 また,そ の ように して調べた ことを自分 なりの方法で表現 す ることを好 む。

ところで,自 分 と社会 とのかかわ りに注 目 し,友 達 とかかわ り合いなが ら追究す る力 を育

てるたあには,教 師が児童一人一人 のよさや可能性,思 いや考えを的確 に把握 ・評価 し,個

々に応 じて具体的 に支援 してい くことが重要であ るが,そ の方法 等にっいて は十分実践が進

んで いるとは言え ないと受 け止あてい る。

そ こで,児 童一人一人が,産 業や国土 の様子 と自分 とのかかわ りについて 自ら問題 を もち

友達 とのかかわ り合いの 中で解決の見通 しを立てて主体的に追究す ることがで きるよ うな学

習活動 とその評価 ・支援の工夫を図る ことが,社 会的事象に対す る見方や考 え方 を深 める上

で重要であ ると考え,本 研究主題 を設定 した。

ll研 究のね らい

児童一人一人が産業 や国土 の様子 について,自 分な りの見方や考 え方 を深 あて い くための

学習活動 とその評価 ・支援 の在 り方 を明 らか にす る。

皿 研究の仮説

学習活動 に,児 童が社会的事象 と自分 とのかかわ りを考え る場 や相互 にかかわ り合 って追

究す る場を組み入れ,よ さや可能性 を伸 ばす評価 と支援を工 夫す ることによ り,社 会的事象

にっ いて,児 童が 自分な りの見方 や考え方 を深め ることがで きるよ うになる。

IV研 究の内容

5年 分科会で は,「 社会的事象 とのかかわ り」 と 「児童相互のかかわ り」の二点の 「かか

わ り」を重視 して研究 して きた。

そ こで,「 稲作 にはげむ人 々」の実践 を もとに 「学習活動」 と 「評価 と支援 の工夫 」につ

いて研究 の内容 をま とめ ることにす る。
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L学 習活動と評価 ・支援の計画 ノ」単 元名 「稲作にはげむ人々」(9時 間)

学習
過程
社会的事象とのかかわ り 主な学習活動と内容(時 間数) 児童相互のかかわり 評 価 項 目 支 援

・米不足の新聞記事
①米問題を報 じている新聞記 ・友達 は,ど ん な ニ ュ ①米問題について,関 心 ①関心を高めるために

気 ・米袋
事(ニ ュー スの ビデオ)を 見 一ス を知 って い るのか を も とう と してい る。 テレビで見たことや家

・米の サ ンプル
て,米 問題について知ってい な 。 (関心 ・意 欲 ・態度) の人の意見などを積極

・米不 足 のニ ュー スの
ることや疑問に思ったことな ・お母 さん は,こ ん な 的に発表するように促

付 ビデオ どを発表しあう。 こ とを言 って いた よ。 す 。
・作付面積の変化のグラフ

②米問題が起きた原因を,米 ・友達 は ,ど ん な疑 問 ②米問題の原因として, ② グラフの読み取り方
・生産量の変化のグラフ の作付面積 ・生産量 ・消費量 を もった のか な。 生産量の減少を冷夏から を助言する。

く ・消費量の変化のグラフ ・10aあ た りの生 産 量 ・日照 ・友 達 は,ど の 資料 で 捉 え てい る。
・10aあ た りの生 産 量 の変

時間の変化のグラフを見て調 疑問を解決 しているの (知識 ・理解)
化のグラフ べる。(D か な。
・日照時間の変化のグラフ

③さらにグラフを詳しく見た ・ぼ くは,こ ん な見 方 ③変化や全体の特色への ③いくつかのグラフを
集 り操作したりして気付いたこ を して,こ ん な こ とに 着 目,比 較 な どに よ り, 重ねて見る見方を助言

とや疑問に思ったことを発表 気付いたよ。 グラフを読み取ろうとし す る。
約 しあ う。 ・あんな見方もあるん て い る。 ④自分の書いているカ

④これまでの学習から,こ れ だ な。 (観察 ・資料活用 ・表現 一 ドに つ いて ,価 値 や
す からもっと詳 しく調べてみた ・何を調べるのが大事 ④⑤個々の興味,解 決へ 方向を意識できるよう

い こ とを カ ー ドに書 く。 か な。 の見通し・困難性などか に助言する。
る ⑤カー ドを班ごとに検討して ・何を調べるのが必要 ら調べたいことの価値を ⑤視点をはっきりさせ

価値のあるものを大カー ドに か な 。 考えようとしている。 て検討するように助言
書き黒板に貼り出す。(D (関 心 ・意 欲 ・態 度) す る。

学 ⑥貼り出された大カードを全 ・お も しろ そ うだ な。 ⑥各グループの疑問を構 ⑥前小単元までの学習
習 員で分類整理 して,共 通の学 ・ち ょっ とが んば れ ば 造化 して分類整理をし, 経験を活用できるよう
問 習問題を決ある。 α) ぼ くに もで きそ うだ な。学習問題を明確にしてい にす る。
題 る。(思 考 ・判 断)

化 米作りのひみつを調べて

す 米問題について討論会を
る しよ う。

学 ⑦教科書 ・資料集等を参考に ・どんな調べ方をしよ ⑦調べる視点や必要な資 ⑦教科書→資料コーナ
習 して各自学習計画をたてる。 うか な。 料,作 品 の イ メー ジな ど 一→教師という順序で

計 ・調べる視点 ・友達 は,ど ん な こ と が 明確 にな って い る。 資料の出どころを求め
画 ・調 べ る順 序 を調べようとしている (思考 ・判断) ていくよう助言する。
を ・活用する資料 の か な。 ⑦⑧一人一人が追究の
立 ・作 品 の レイ ア ウ ト ・○○くんの調べ方を

⑧友だちの計画のよいと 見通 しを持てるように
て ⑧班ごとに,そ れぞれの計画 まねしてみようかな。 ころを,進 んで取り入れ 助言する。
る を発表しあい,計 画に修正を よ う と して い る。

加え る。 (関 心 ・意 欲 ・態度)

・米 不 足 のニ ュー スの ⑨各自計画にしたがって追究 ・誰かよい資料を持っ ⑨教師の支援や友達から ⑨資料の読み取り方,
追 ビデオ す る。 て い な いか な。 の情報を有効に生かしな まとあ方などを助言す
・農家の人の声 ・米作りの手順 ・ぼ くは、 こん な こ と がら,個 性的に追究活動 る 。
米作りの苦労 ・機械化 ・品種改良

を 調 べ たよ。 や表現活動に取り組み, ⑨よい調べ方やユニー
究 米作りの手間 ・農薬や肥料 ・生産調整 ・あのやり方はおもし

必要な知識を獲得してい クなまとあ方を してい
生産を高ある工夫 ・共同化,大 規模化 うそ うだ な。 る 。 る児童を紹介する。
自然条件との関連 ・自由化 ・ぼ くもあ の こ とを調 (関心 ・意 欲 ・態度)

す ・タ イの 人 の声 ・問題点 べ て み よ う。 (観察 ・資料活用 ・表現)
・日本の消費者の声 ・タイ の人 の声 ・ぼ くの 工夫 した と こ (知識 ・理解)

※追究の途中で,よ い調べ方 ろを見てほしいな。
る や資料の活用なでについて

情報交換をする。(3)

⑩で きあがった作品を展示し ・友達の作品のよいと ⑩友達のよさを認あよう ⑩友達の作品のよいと
ま 評 価 しあ う。 ころ は どこか な。 と して い る。 ころをみつけるように
と ・ぼ くは,こ ん なふ う (関 心 ・意 欲 ・態度) 助言する。
あ ⑪米作り農家,消 費者,外 国 に考 え て い るよ。 ⑪獲得 した知識をもとに ⑪調べたことをもとに
る の人にわかれて,米 問題につ ・友 達 は,ど ん なふ う 米問題について,自 分な それぞれの立場で意見

いて討論会をする。 に考えているかな。 りの見方や考え方をして を言うよう助言する。

(2) い る。(思 考 ・判断)

9
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2社 会的事象 とのかかわ り

児童が 自分な りの見方 や考え方 を深 あるたあ には,児 童 が社会的事象 に対 して主体的にか

かわ るよ うにす ることが重要 である。主体的 にかかわ っている時の姿 は次の ようであ ると考

え る。

・社会的事象 に対 して 「知 りたい」などの 目的意識を もって迫 る。

・自分 自身や 自分の生活 とのかかわ りで社会的事象を とらえよ うと自分の方 に引 き寄せ る。

・学習 して得た知識 や考え方をその後の 自分の生活に生 かそ うとす る。

そこで社会科の授 業で は,学 習 の素材 を児童 にとって空 間的 ・時閤的 ・心理的 に身近な と

ころか ら開発 し,学 習材 と し,そ の社会 的事象 と自分 自身や 自分 の生活 とのかかわ りを考え

る場や機会を意図的 に組み入れ ることが必要 となる。

5年 の産業学習で取 り上げ る事象 は,社 会の 出来事 に敏感 に反応 し,人 々の生活 に大 きな

影響 を及 ぼす もので ある。 したが って,新 聞やテ レビなどで取 り上 げ られて いる記事の 中に

は,児 童 に とって身近 に感 じられ る ものが数多 く存在 してい る。 こう した社会的事象 を授業

の中で取 り上 げ ることによ り,児 童 は学習 に対 して関心 と意欲を もち,そ れ らに主体 的にか

かわ るよ うにな ると考 える。

〈社会 的事 象の選定条件 〉

・児童が 自分の足で見学 や調査がで き,自 分で資料収集 などがで きる。

・最近お こった出来事 や児童が今 まで に経験 した ことなどを重視す る。

・児童が興味 ・関心を もった り,驚 きや疑問を もった りするよ うな,心 を揺 さぶ る生 活の

中の問題や今 日的な社会問題 を大切 にす る。

3児 童相互のかかわ り

児童 は学級 という社会 において,友 だちや教師 とかかわ り,互 いに認あ合 い,励 ま し合い

なが ら豊か な人間関係をっ くってい く。 そ こで,学 び合いの中で互 いに高 あ合 うために は,

相互 にかかわ る場や機会を設定す ることが不可欠 となる。 このよ うな児童相互 にかかわ る場

や機会を通 して,児 童 は互いのよ さを学 び,自 分 な りの見方や考え方 を深 あて い くことがで

きる と考え る。 そこで,5年 分科会では,児 童相互 による情 報や意見の交換の場を 「情報 タ

イム」 と名付 けた。 「情報 タイ ム」は児童 の必要感か ら自発的に設 けた り,教 師が学習の状

況 に応 じて設置 した りす る もの と した。 「情報 タイム」の内容 と して次のよ うな ものを考え た。

こん な情 報 が ほ しい,知 りた い 。 新 しい情報 を教えたい。

こん な学 習 を この よ うにや って い ます 。

一 緒 に調 べ よ う。

ど う考 え る。
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学習問題 に気付 く段階,追 究の段階,ま とめの段階での情報交換の内容は,そ れぞれ異な

って くる。

「情 報 タ イ ム 」 の 内 容

学習

過程

交換 され る

情報の分類

情 報 タイムでの児童の様子 情 報 タ イ ム の 成 果

気

付

く

新 しい ニ ュ ー ・タ イ米 だ け で な く,ア メ リカ,

オ ー ス トラ リア,中 国 か ら も輸

入 され て い ます。

☆ 友 達 の 意 見 に うな ず い た り,っ

ぶ や い た り して 関 心 が 高 ま った 。スを教 え た い。

追

究

す

る

こんな情報が ・無 農 薬 にっ い て の 資料 が 見 つ

か らな いの で誰 か持 って い ませ

ん か 。

・寒 い 地 方 で 米 が で き るわ けの

資 料 が 見 っ か りま した。

・お 米 屋 さん に米 の 輸 入 に つ い

て,イ ンタ ビュー に 行 きます 。

誰 か 行 き ませ ん か 。

・農 家 の 苦 労 や 工 夫 にっ い て ,

聞 き取 り して ます 。 農 家 の親 戚

の あ る人 は協 力 して 下 さい。

☆互 いに学習 してい る内容や進 行

具合がわか り,互 いの励みにな っ

た。

☆情報 タイムを通 じて,普 段 かか

わ りの少な い児童同士 に新 しい人

間関係が生 まれ,友 達 の よさが認

め られ るようにな った。

知 りた い 。

新 しい情報を

教 え た い 。

一 緒 に行 こ う

調 べ よ う。

こんな学習を

この よ う にや

って い ま す 。

ま

と

あ

る

みん なはど う ・タ イ米10円 とい う新 聞記 事 に

つ いて ど う思 い ます か 。

・も し今 年 日本 の 米 が 豊 作 だ っ

た ら,輸 入 は ど う した らい い と

思 い ます か 。

☆学習を通 して獲得 した知識を も

とに,自 分 な りの考えを友達 と交

流 で きるよ うにな り,友 達 に も色

々な考 えが あ ることがわか った。

思 う,ど う考

え る 。一

以上の よ うに二 っの 「かかわ り」を重視 した ことにより,学 習への意欲 を増 し,社 会的事象

への見方 や考え方 を深 ある ことがで きるよ うにな った。以下 は0児 に見 られた変容 である。

学 習 前 の姿

・発 想 が 豊 か で 個 性 的 。

・考 え るの が 嫌 いで 社 会 科 は好 き

で な い。

・米 の 種 類 ,

学 習後 の姿

・調 べ る学 習 が好 きに な った。

・友達 の 考 え を よ く聞 き,発 言 が 多

くな った。

・ 「米 は農家 に も私 達 に も大切 な も

の 。 これ か ら も大 切 に しよ う。 」

的 。

社 会 科 は好 き

知 って い る。

社会的事象の

かかわ り

↓

∋

愈

児 童 相 互 の

かかわ り
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4評 価 と支 援 の 工 夫

学 習 指 導 の 中 で,こ れ まで,私 た ち は児 童 に対 して,「 で きた,で きな い 」 とか,「 意 欲

的 に取 り組 ん だ,取 り組 ま な か った 」 とい うよ うな結 果 の み に注 目 した評 価 を しが ちで あ っ

た 。 しか し,児 童 は,そ の よ うな評 価 や指 導 に よ って 成 長 して い くの で は な い。 これ か らは

新 しい 学 力 観 に立 ち,一 人 一 人 の よ さや 可 能 性 を 発 見 し,そ れ を さ らに伸 ば して い くこ とが

で き るよ う,肯 定 的 な評 価 を行 い,支 援 に生 か す よ うに す る こ とが 重 要 で あ る。

そ こで,5年 分 科 会 で は,「 評 価 」を 「評 定 」 と区別 し,「 評 価 と は,児 童 個 々の よ さや

可 能 性,あ るい は特 性 を発 見 しその 伸 長 を 促 す もの で あ り,指 導 と一 体 化 して い くもの で な

けれ ば な らな い 」 と と らえ た。 そ して,そ の た め に は 「そ の子 の 学 習(思 いや 意 欲 の 傾 向)

に ど ん な特 色 ・よ さが あ るか 」 「何 を 契 機 に して,学 習 の様 子 を 変 化(飛 躍)さ せ た か 」 な

どの こ とに注 目す る こ とが 大 切 で あ る と考 え た 。

具 体 的 な手 立 て と して は,教 師 に よ る評 価 で は,指 導 計 画 や 本 時 の 指 導 案 の 中 に,四 つ の

観 点 を ふ ま え た評 価 項 目や評 価 の 視 点 ・方 法 を 位 置 付 け,児 童 を 肯 定 的 ・共 感 的 に 受 け止 め

なが ら 自信 と意 欲 を 高 め る こ とが で き る よ うな 支援 を して い くよ うに した。 また,児 童 に よ

る相 互評 価 ・自己評 価 で は,本 時の 指 導 案 の 中 に,「 友 達 か ら学 ん だ こ と」 や 「が ん ば った

こ と」 な ど友達 の よ さを見 っ け た り,児 童 が 自分 自身 に つ いて 見 っ め 直 す 機 会 や 場 を 用 意 し

た り した。 そ の方 法 は,教 師 に よ る監 察,児 童 の作 品 ・発言 ・ノー ト ・自 己評 価 カ ー ド ・相

互評 価 カー ドな ど の 内容 分 析,ア ンケ ー ト,面 接,ペ ー パ ー テ ス トな どで 評 価 を 行 い。 個 々

の 実 態 に応 じた支 援 を行 った。 以 下 は その 事 例 で あ る。

段階 始めの姿

気 関心が高

付 ま って い

く な い 。

集 多様な疑

約 問を もρ

化 て い る。

学 も っ と詳

習 し く調 べ

問 た い こ と

題 が 決 ま っ

化 て な い 。

⇒

⇒

⇒

⇒

・評価 と*支 援の方法

・行動観察 ・カー ド分析

*米 の実物観察

*外 国米 の試食

*新 聞記事 やニュースのV

TRの 紹介

・カー ド分析

*日 本の稲作の現状や消費

についての資料を提示

*グ ラフ読み取 りの助言

・行 動 観 察 ・カ ー ド分 析

*グ ル ー プ の 中 に教 師 が 加

わ り,一 緒 に検 討 す る。

⇒

⇒

⇒

⇒

変 容 の 様 子

興味や関心が もて,多 様な疑問や

意見が もて た。

「同 じ米で もいろいろな味があ る

んだ。 」

稲作の工夫や消費者の好みの変化

に気付いた。

「ぼ くもあま りお米を食べて ない

な。 」

友達 の カ ー ドを参 考 に 自分 な りの

学 習 問題 が もて た。

「わ た しも これ を調 べ よ う。 」
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学 学 習の見

習 通 しが立

計 って い な

画 い 。

追 行 き詰 ま

究 って しま

す う 。

る

作品内容

が一面的

にな って

い る 。.

ま 自分な り

と の見方や

あ 考えがか

る た ま って

い な い 。

・行動観察

・学 習計画 表分析

*友 達 の計 画を聞 き,参 考

にするよ う助言す る。

・行 動 観 察

・自 己評 価 カ ー ド分 析

*情 報 タ イ ムの 活 用 を 勧 め

る。

・作 品 分 析

*情 報 タ イ ムの 活 用 を 勧 め

る。

・相 互 評 価 カー ド

・行 動 観 察

*友 達 の 作 品 の よ さに注 目

す るよ うに助 言す る。

*日 本 の 農 家,消 費者,外

国 の 人 の立 場 で検 討 会 を

開 く。

調 べ る順 序 や 方 法,使 う資料 な ど

を 決 あ られ る。

「ぼ くも一緒 に 図書 館 へ 行 こ う。」

新 た な解 決 方 法 を知 った。

「この こ と も自分 の作 品 に書 いて

お こ う。 」

効 果 的 な表 現 方 法 が 使 え た 。

自分 の 考 え や 思 った こ と,感 じた

こ と を書 けた 。

「だ か ら米 不 足 が お きた ん だ 。 」

「日本 の 米 作 りの工 夫 は す ごい。」

自分な りの見方や考 え方が深 ま り

新 たな課題を もてた。

「日本の農家のたてめに輸入 をや

めればいいのに。」

「農家の人はおい しいお米 を作 っ

て くれてい るんだか ら大切 に しな

きゃ。」

V研 究の成果 と今後の課 題

1学 習過程 に応 じて社会的事 象を設定 し,児 童が それ とかかわ り合いなが ら追究す る ことに

よ り,学 習 に対す る方向性が明確 にな り,自 分 な りの見方や考え方を深め ることがで きた。

2児 童相互のかかわ り合 いの場 を設け ることで,意 見の交流や情報の交換が活発にな り,児

童 は自分の考えの確認や ちがいを はっきりさせ ることがで きた。 この ことは,自 分な りの見

方や考え方を深め るの に有効であ った。

3学 習活動 におけ る一人一人の表現,行 動,発 言な どを観察 や作品,評 価 カー ドな どの分析

を通 して,個 々の考えを肯定的かっ共感的に評価,支 援 した。 その結果,児 童の 自信 と意欲

を高あ ることがで きた。

4「 社会的事象 とのかかわ り」 と 「児童相互 のかかわ り」の二点を重視 して,児 童の 自分な

りの見方や考え方を深め るための学習活動 と評価 や支援の在 り方 につ いて,研 究 して きたが,

今後は,「 体験的な活動」や 「広 く地域 社会 へ と働 きか ける活動 」等を通 して,研 究を積み

重ねてい きたい。
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研 究 主 題

児童一人一人が歴史的事象を主体 的に追究 し,

評価 と支援の工夫

〈第6学 年A分 科会 〉

自分 なりの見方 や考 え方 を深 めるための一
1主 題設定 の理 由

小学校の歴史学習 にお いて は,児 童一人一人が歴史的事象を追究す ることを通 して,未 来

に向か って主体的,創 造的 に生 きてい くための基礎 となる歴史的な見方 や考え方 を自 ら深 め

ていけるよ うになる ことが重要であ る。そ こで,こ のよ うな歴史学習への転換 を図るために,

教 師は評価 と支援 をどの よ うに工夫,改 善 した らよいかを明 らか に したい と考え,上 記 のよ

うな研究主題 を設定 した。

H研 究 のね らい

児童一人一人が歴史 的事 象を主体的 に追究 し,自 分な りの見方や考え方を深めてい くため

に必要な教 師の評価 と支援 の在 り方 について明 らか にす る。

皿 研究の仮説

児童一人一人が歴史的事象を主体的に追究 し,自 分 なりの見方 や考 え方を深 めるには,次

の評価 と支援が必要であ る。

○ 児童一人一人が学習の共通基盤を もち,こ れを基 に自 らの学 習問題 を追究 し,考 えを深

め合 う学習活動 を工夫す る。

○ 児童一人 一人の学習意欲の向上や学習方法 の改善,歴 史的事象への見方 や考 え方の深化

にっなが る評価 と支援の機会を学習過程に位置付 ける。

IV研 究 の内容

本分科会 の研究 のね らい と仮説 に基づ いた児童 の主体 的な学習活動 は,以 下のよ うに図示

す ることがで きる。

学

習

の

共

通

基

盤

歴 史 的 事 象 の 概 観

勇縫補蕎 驕 春琶轍
〈〉

共 通 の 学 習 問 題 の 設 司

〈〉
個の学醐 題の設定と学習緬 立案1ゆ

簸 初 の 見 海 や 考 え 方

複線型 の追究活動

多 様 な 表 現 活 動

児童一 人一 人が学

習の共 通基盤 をも

ち,個 の学 習問題

を 自ら考えた追究

方法や表現 方法 で

解 決 してい く学 習

活動

L対 比による見方や考え方の深化一の気イ寸き

ζ 》 ∠∩・＼

[〉

令
10教 師の評価 と支援

○ 学 び合 い ・学 習へ の振 り返 り(児 童 の 相 互 評 価 ・自己 評 価) 1
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1歴 史的事象の概観 と児童の 「見方や考え方 」

小学校の歴史学習 にお いて は,学 習の は じめに,時 間的に も空間的 に も隔 た りのあ る歴史

的事象 と児童一人一人が どの よ うな出会 いをす るかが,極 めて大切であ る。

本分科会で は,「 歴史 的事象 との 出会 い」の工夫 と して 「歴史 的事象を概観す る活動」を

取 り入れ た。

(1)歴 史的事象の概観 とは

ここで の 「歴史 的事 象の概観 」 とは,時 代のおお よその特 色や流れ をっ かみ,単 元のね ら

いに即 した共通 の学習 問題 を設定す る学習活動の ことであ る。そのためには,児 童の関心 ・

意 欲に基 づいてい くっかの資料 を効 果的に活用 し,適 切な学 習問題 が作成 で きるよ うに支援

す ることが大切 であ る。概観 の仕方 は,単 元のね らいや学習内容 によ って異な る。例え ば,

単元名 「近代国家をめざ して1」 では,VTRを 通 して学習問題 にかかわ る歴史的事象 を例

示 し,必 要 に応 じて写 真 ・絵図 ・年 表等の資料で補 い,概 観で きるよ うに した。

(2)歴 史的事象を概観す ることのよ さ

児童の歴史 に対す る関心 ・意欲や知識量 の個人差等の現状か ら考え,次 のよ うな歴史 的事

象を概観す ることのよ さを挙げ ることがで きる。

ア 歴史的事象を通 して,そ の時代に対 す るその子 な りの イメー ジを,「 最初の見方 や考え

方」 と して もつ ことがで きる。

イ 自分 なりの学習問題を もつ ことがで き,複 線型 の追究活動 を児童が主体的 に行 うことが

で きる。

ウ 学習情報の交流や相互評価 など,児 童が協力 して集団で学 び合 うための 「学習の共通基

盤 」を もっ ことがで きる。

歴史的事象の概観 によって形成 され る学習の共通基盤 と見方や考 え方
〈単 元 「近代 国 家 を め ざ して1」 の 事例 〉

歴史的事象を概観す るための
中心 とな る学習活動 と学習材 ・支 援等 学 習 の 共 通 基 盤 見 方 や 考 え 方

黒船の来航を中心 に
江戸時代末期の様子
をつかむ 。

一 時 代 の 変 化 の 要
因 を示 す た め の

・VTR・ 絵
・ワー ク シ ー ト

} 一揆 や 打 ち こ わ し

勲魏謙麗締
な どに よ り,内 的
外 的 に幕 府 の 土台
が ゆ らいで い った。

一

一 次 の時 代 へ の 予想

A児 ・差別 の ない 平和 な 国
にな る だ ろ う。他 の
国 に行 って も よ くな
るだ ろ う 。き ま りも
少 な くな るの で は 。

B児 ・天 皇 中 心 の世 の 中 に

濃差辮撲麓
と思 う 。

↓

そ の後 の世 の 中につ
い て知 って い る こ と
や 予想 した こ とを発

表 し合 う 。

と

て
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定
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(3)歴 史的事象の概観 と学 習問題

歴 史的事 象の概観の後,学 級で児童が 自分の考えや予想を 出 し合 い,共 通の学 習問題 を設

定 する。 これ を もとに,児 童一人一人が関心 ・意欲 に基づ いて,自 分が最 も追究 して い きた

い個の学習問題を設定す る。児童一人一人が共通 の学習問題 と関連付けなが ら個 の学習 問題

を解決 して い くことを通 して,単 元のね らいに迫 るよ うにす る。

本分科会で は,共 通の学習問題を 「学習問題① 」と し,個 の学 習問題 を 「学習問題② 」 と

した。

そ して,「 最初の見方や考え方 」を児童一人一人が もっ ことが で きるよ うにす るた あには,

学習問題①の把握 の際に十分な話 し合 い活動の場を設定 し,学 習の共通基盤を より確か な も

の にす ることが重要であ る。

概観によって設定された個々の学習問題 と単元の学習後の見方や考 え方の深 まり

〈単元 「近 代国 家 をめ ざ して1」 の事 例 〉

匝
函

習
や
学
方
の
見
方

元
の
え

単
後
考

武士 の政 治 が終 わ る と,ど の ような世 の 中がつ く られて い くの だ ろ う。

↓ ↓

C児 ・四民 平等 にな って どん な よい D児 ・地租改正 によって農民の負担
こ とがあ った の だろ うか 。 は どう変 わった か 。

C児 ・士農 工商 か ら四民 平等 にな って D児 ・地租改正は,毎 年安定 した税金
も合体 して名前を変えただけだ を集めるのにはよいと思った。
か ら,あ ま り意味 が な い と思 っ で も,農 民 の人 た ちは新 しい世

た 。学校 も華 族学 校 な どがあ っ の 中が きて,楽 に なる と思 って
て 平等 とは言 え な い と思 っ た 。 い たの に,前 とち っ とも変 わ ら

徴兵 令 が出 され て,農 民 だ った な いか ら不 満 に思 った と思 う 。

人も軍隊に入 らなければな らな 地主 と小作人の関係は,鎌 倉の
くて大変だと思った。明治時代 御恩 と奉公と変わ らないと思 っ
は 今 にだ いぶ 近 づ いた けれ ど,た 。

まだまだ問題が多いということ
が よ くわ かっ た 。

2複 線型の追究活動 と多様 な表現活動

個の学習問題 によ り追究の仕方や表現の方法は,児 童一人一人 によって異な る。 したが っ

て,追 究活動 を複線化 した り,多 様 な表現方法を取 り入れ た りす ることによって,は じめて

個の学 習が成立す る。 こうした学習活動の実現 によ り,児 童 は学習意欲を持続 させ,学 習に

対 して満足 感や達成 感を もっ ことがで きると考え る。

また,「 複線型の追究活動 と多様な表現活 動」において は,次 の評価 と支援が大切であ る。

(1)個Q学 習 問題 の質,追 究 方法,表 現 方法 等,児 童 の よ さ を認 め,励 ま して い く 。(2講 郷 縮 票犠 蟄 蓮賎 鷺 鰍 あ覚嘉春糠 鵯慧
ま筈

(3)表 現活動 の中に 自分な りの見方や考 え方を入れ るように助言す る。
(4)追 究 した内容 に誤 りが あれば,事 実 を提示 し,修 正で きるようにす る 。
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複線型 の追 究活動 と多様 な表現活動 に対す る評価 と支援

児童が学 習問題① に基づ いて設定 した学習問題②を,ど のよ うな表現活動 を とりなが ら追

究 したか,ま た,教 師が どのよ うな評価 と支援 を行 ったかを示 した ものが下 の図 であ る。

〈単元 「270年 も続 いた士 農工商 の世 の中」の事例 〉

学 習 問 題 ①

(共通の学習問題) 塵副圃 評 価 と 支 援

江戸時代はなぜ270

年 もの長い間続いた

のだろうか。

A児 ・江 戸幕府 は,

大名を どのよ

うに考え,ど

のよ うに支配

したのだろ う

か。

かべ新聞

にまとあ

て,発 表

す る。

大名の配置図や武家諸法度の内容を大

きく書き写 しているだけだったので,
「資料 と自分たちの読み取りを組み合

わせてまとめると,聞 いている人がよ

くわかる発表になると思 うよ。」と助

言 した。

B児 ・士農工商の

しくみや農民

の心得 は,ど

のよ うな もの

だ ったのだ ろ

うか。

紙芝居を

作る。

紙芝居の内容が事実の紹介にとどまっ

ていたので,C児 のグループと交流を

図 り,自 分たちの見方や考え方が盛り

込あるような表現の仕方を工夫できる

ようにした。

C児 ・農民の くら

しや考え方 は,

どのよ うな も

のだ ったのだ

ろ うか。

衣装や小

道具を工

夫 して劇
をする。

自分たちの見方や考え方を多分に盛り

込んだシナ リオ作 りに賞賛を与え,主

体的によりよいものを仕上げていける
ように,ビ デオで 自分たちの劇を撮影

し,劇 の内容を振 り返 りなが ら練習で

きるようにした。

D児 ・鎖 国 とキ リ

ス ト教の禁止

はどのよ うに

進め られたの

だろ うか。

紙芝居と

クイズを

作 って発

表する。

政策が進あ られてい く過程に大変興味

をもっていたので,鎖 国完成まだの細

かな年表を提示 し,一 人一人がその必

然性について考えてみるよう助言をし
た。

D児 ・キ リス ト教

徒弾圧 はどん

な ものだ った

のだ ろうか。

劇 を

す る。

鎖国の時代の劇にアメリカ人が登場す

る等,事 実に反する内容が盛り込まれ
ていたので,も う一度資料で確認する

よう助言 した。
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3「 学 び合い」 と 「学習への振 り返 り」

児童が 自分の考え方や収集 した情報 の交流 を し合 ったり,相 互評価 を した りす る場が 「学

び合 い」であ る。 この 「学び合い」では,児 童がお互 いの よさを認 め合 い,高 あ合 うことに

よ り,歴 史的事象 に対す る見方や考え方 の違 いや表現方法の多様性 を学んだ り,自 分の見方

や考 え方を深め た りす ることをね らい と している。

単元 「近代国家を あざ して1」 では,資 料紹介表や掲示板な どを活用 し,資 料 に対す る自

分の コメ ン トを書 き込あ る欄を設け,情 報 の交流を図 った。例 えば,児 童Eは,鉄 道開通 に

っ いての資料を活用 した後,下 記のよ うな コメ ン トを資料紹介表に記入 した。 この資料を次

に活用 した児童Fは,資 料紹介表のE児 の コメ ン トを読み,「 新 しい物 とい うの は今で も高

いか ら,貧 しか った農民の くらしは明治 にな って も急 には変わ らなか ったのだ と思 う。jと,

自分 な りの見方や考え方を深 めていた。

次の ものは,資 料紹介表 に児童が書 き込んだ もので ある。

〈資料紹介表 に書 き込 んだ コメ ン ト例 〉

[資 料 名
b

コ メ ン ト

「○ 鉄 道 開 通
鉄道 は運 賃 が 高 い ので,で きて も ほ とん どの人 が利 用 で きな い
とい うこ とが わ か る。

1

10西 南 戦 争

1
武士 は役 割 をな くし,江 戸 時 代で 武 士 の 時代 は終 わ っ た と い う
こ とが よ くわ か る。

}

10文 明 開 化 明治 時代 にな って か ら輸 入 す る こ とが 多 くな っ て,外 国の ア イ
デ ィアや 物 が 日本 に も来 て,生 活 が便 利 に な って きた ことが わ
か る。

また,児 童 一 人 一 人 が 自分 の見 方 や 考 え 方 の深 ま りを確 か め た り,今 後 の学 習方 法 の改 善

を 考 え た りす る場 が 「学 習へ の振 り返 り」 で あ る。 この 「学 習 へ の 振 り返 り」 に つ い て は,

児 童 の 自己 評 価 の能 力 が 高 ま る よ うに,「 振 り返 りカ ー ド」の 活 用 ・工 夫 等 を した。 自己評

価 の 能 力 の 伸 長 は,新 しい学 力観 に立 っ 児 童 の 育 成 に もっ なが る と考 え る。

例 え ば,先 に 単 元 で は歴 史 的事 象 へ の 関 心 ・意 欲 面 や学 習 の 仕 方,理 解 の状 況 等 に つ いて

の 自 己評 価 を した り,見 方 や考 え方 の 深 ま りを 確 か あ られ る よ うな 「振 り返 りカ ー ド」 の工

夫 を 行 った 。 次 の もの は,学 習 の 仕 方 につ いて の 児童 の 自己評 価 の 事 例 で あ る。

〈学 習 の 仕 方 ・見 方 や 考 え方 の 深 ま りへ の 自己 評 価 の 例 〉

(児 童G一 学 習 問 題② 「富 国 強兵 を して,ど ん な よ い こ と と困 った ことが あ った の だ ろ う」)

児 童 の 自 己 評 価1評 価 と 支 援

○第2時
終 了時
難 號 ち懸 警3器 査綴 冤讐 畠姦鍵 己鵠 麓
思 っ て調 べて み る こ とに しま した 。み ん な が 聞 い て よ くわ か
る発 表 が で き る よ う にが ん ば って い き たい と思 い ます 。

目的 を もっ て調
べ よ う と して い

る こ と を認 め,
励 ま し た 。

○第4時
終 了時
鮒 購 曜 墾暫雅 墾 善ま翻 控 溜 髭聾 聾 鵠
衝災繁煮老塞 霞 得慧 も響 舗 茨齢1姻雑 覧ら骨
て い きた いで す 。

翼鰻骸蟹
の大 切 さを助 言
した 。

○欝 諄 墾簾 董薯離 穫塞薦 懇 馨壽蒙奪霧 馨
発 表 会 も がん ば りた いで す 。

離 萎禦
賞 賛 を 与 え た 。
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V研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成 果

○ 「歴史 的事象を概観 す る」活動 を取 り入れ ることによ り,児 童 は大 まか な時代の特 色や

流れをっかむ ことがで き,そ の時代 に対す る最初の見方 や考え方 を もっ ことがで きた。

また,児 童は 自らの興 味や関心,最 初の見方や考え方 に基づ いた学習問題を設定す るこ

とがで き,そ の時代を多 様な観点 か ら追究す ることにな り,理 解 を深 あることがで きた。

○ 複線型 の追究活 動 と多様な表現活動 を学習活動 に取 り入れ ることによ り,児 童 は自分の

設定 した学 習問題を 自分な りの方法で追究 し,表 現す ることが で きた。 この ことで児童の

主体性 は増 し,追 究す る意欲を持続 させる ことがで きた。

○ 歴史的事 象の概観 に基 づ く学習 の共通基盤を もった上で,自 分の考 え方や収集 した情報

を交流 し合 う 「学 び合い」の場 を設定 する ことにより,児 童は事象 に対す る見方の違 いや

表現の多様性な どを学 び,自 分の考 えを深 あたり広げた りする ことがで きた。

以上のよ うな学習を積み重ね ることによ り,歴 史的事象への認識が深 まるな ど学習の質的

な高 まりがみ られた。

2今 後の課題

○ 歴史的事 象を概観 す る方法の多様化 を図 ったり,概 観に適 した単元の構成を考えた り し

て,よ り追 究意欲が高ま るよ うな学習活動の在 り方を明 らかにす る。

○ 一人一人が追究 した ことを児童が相互 に関連付けなが らま とめて い く 「学 び合 い」の活

動をよ り充実 させてい く。

研 究 主 題 く第6学 年B分 科会 〉

歴史学習 にお いて,児 童一人一人が 「考 える力 」と 「表現す る力」を高 めるための学習

活動及び評価 と支援の工夫

1主 題設定の理 由

問題解決的な学習過程 に,児 童一人一 人がかかわれ る体験的な学習活動 を取 り入れて いけ

ば,歴 史学習への興味 ・関心が高ま り,自 ら学ぶ意欲を もち主体的 に学習す る ことがで きる

ようにな る。

本分科会で は,歴 史学習にお いて児童一人一人が 「考え る力」 と 「表現 す る力 」を高 あて

いけば,歴 史的事象の もっ意味を 自分な りに考 え,そ れを豊か に表現す ることがで きるよ う

にな り,全 体研究主題 にあ る社会的な見方 や考 え方 を深 めることがで きると考 えた。

そ こで,「 考え る力」 と 「表現す る力」を高あて い くことがで きる学習活動 及び評価 と支

援の あ り方を明 らか にす るたあ に,上 記の研究主題 を設定 した。

H研 究のね らい

歴史学習 にお いて,児 童一人一人の 「考え る力 」 と 「表現す る力」を高あ るためには,ど

の よ うな学習活動及 び評価 と支援の工夫が有効 であるか を明 らか にす る。

皿 研究の仮説

児童の思考 と表現が相互 にかかわ る体験 的な学習活動 と,そ れ に対す る評価 と支援 を工夫

すれば,「 考え る力」 と 「表現 す る力 」が高ま り,歴 史的事象への見方や考え方 が深 まる。

一19一

剣



IV研 究の内容 と方 法

1「 考え る力」 と 「表現 す る力 」 と歴史的認識

児童 が実際に奈良 の大仏 の大 きさを知 ると,「 なぜ こんな大 きい もの を造 ったのだ ろうか」

とか,「 だれが ど うや って こん な大 きい物を造 ったのだろ うか」などの驚 きや疑問を もっ。

この驚 きや疑問 は,学 習問題 として集約 され,問 題 を追究 して い く学習意欲 とな る。

児童が学習問題を解決す る過程で は,い くっかの歴史的事象を比較 した り,関 連付 けた り

して,そ の歴史的事象が もっ意味 にっいて考 えてい く。 また,歴 史上 の人物 に対 して,そ の

人物 にな って考え,歴 史的事象を共感的に理解 して い く。 この ように,児 童 は歴史 的事象 と

主体的 にかかわ りなが ら,学 習問題 を解決 して い く。本分科会では,歴 史 的認識(歴 史的 な

見方や考え方)が,こ のよ うな学 習活動 の中で養われてい くと考えた。

そこで,「 歴史的事象を比較 して考 える」,「 歴史的事象を関連付 けて考え る」,「 歴史

的事象の意味を考え る」,「 立場 や見方 を変えて考え る」 とい うよ うに,r考 え る力』を高

めてい くような体 験的な学習活動 を設定す ることが,歴 史的認識 を深 ある ことになると考え

た。そ して,そ の歴史的認識 の深 ま りは,そ の時代 はどんな時代 だ ったか とい う歴史 イメー

ジの深 まりと して表現 され ると考 えた。

歴史事象 を知 る 歴史事象を比較する 歴史事象を関連付ける 歴 史 的 意 味 を 考 え る

《地租改正》

税を稲か らお金に

して集めた。

稲 で納 あた年貢 を金

納 に したので,税 収

が安定 した。

税収が安定 したので,

官営工場 の建 設や軍備

の拡充に役立 った。

地租改正や産業の発達

徴兵制 ・四民平等な ど

で近代国家を 目指 した。

歴 史 的認 識 の深 ま り(そ の 時 代 の 歴 史 イ メー ジ と して 表 現 され る)一 一 一一→

また歴史的事象 を比較 した り,関 連付 けた り して,歴 史 的意味を考えて い く中で,児 童が

考えた 「その時代 の歴史 イメー ジ」を作品化 した り,話 し合 ったりす ることによ り,歴 史的

認識 はよ りい っそ う深 ま る。 したが って 「表現 する力 」 も高 めることが大切であ ると考えた。

そ こで,本 分科会 では,児 童の思考(歴 史的事象 に主体的 にかかわ る活動)と 表現(調 べ

た ことや考 えた ことを もとに して 自分な りの見方 や考え方 を深あなが ら表出す る活動)か 相

互 にかかわ りあ うよ うな体験的 な学習活動 と評価 ・支援の工夫を研究の柱 と した。

2歴 史学習 を通 して育て たい児童の姿

児童の思考 と表現活動が相互 にかかわ りあ う体験的 な学習活動を通 して,次 のよ うな児童

を育 てたい と考え た。

(1)

①

②

③

㈲

㈹

自分 な りの 「その時代の歴史 イメー ジ」を表現す るこ とがで きる。

その時代の特色 を説明で きる。

(歴史的事象を関連付 た り意味付 けた り して説 明で きる。)

その時代 に対す る自分な りの感想が もて る。(根 拠のあ る感想であ ること。)

歴史上の人物の立場で考え られ る。

前の時代 と比較 ・関連付けて歴史 的事象 を とらえ ることがで きる。

自分 とのかかわ りで歴 史的事 象の もっ意味を考え ることがで きる。
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3「 考え る力」 と 「表現す る力」を高め るための工夫

(1)体 験的な学習活動の工夫

体験的な学習活動 にお いて,児 童の思考 と表現 が相互 にかか わるよ うにす る と,考 えを深

めなが ら豊か に表現す ることがで き,「 考え る力 」 と 「表現す る力 」が高 め られ る と考え た。

「考えなが ら表現す る」体験的な活動 と して,下 記 の三例 を実践 した。

劇化などの身体表現活動

・演説会(事 例1参 照)

違 う課題 を調べてい る

人 の演説 を聞き,比 較

す ることで,自 分 の考

えを深 め,表 現 できる。

・国際会議(事 例2参 照)

違 う立場 の人物 を調べ

討論す るこ とで,立 場

や 見方を変 えて考 え,

表 現できる。

(事例1参 照)

一人一人が調べた課題

を線 で結び図に表す こ

とで,関 連 付けて表現

で きる。

その時 代の

歴 史イ メー ジ を

考 える 表現す る

歴 史 的認議 の深 ま り〕

(2)評 価 ・支援 の工夫

① 児童のその時代の歴 史 イメー ジの変容 を評価で きる学習計画表

活 動時間 ・表現方法 ・歴史イ メー ジの変容 ・自己評価を記入で きる学 習計画表を作成 した。

この学 習計画表 は,児 童 にとって学 習の流 れや 自分の歴史 イメー ジの深 まりが確認で きる も

のであ り,児 童の思考の流れを評価 しやす く,個 別の支援 をお こな う際 に役立つ と考えた。

② 評価結果の一部を記録 に残す補助簿

体 験的 な学 習活 動 中 に有 効 な支 援 をお こな うた あ に,前 時 まで の評価 結 果(計 画 表 ・

観察 ・作品 ・発言 などの評価方法で学習状況を多面的に とらえた もの)を 記録す るために補

助簿を作成 した。 この補助簿を活用すれば,児 童一人一人に,そ の活動の 中で育て たい力が

分析で き,必 要 なときに十分 な声か けがで きると考えた。

③ 資料 メニ ュー とア ドバ イスカー ド

児童が活用 して いる資料 を把握すれば,関 心の傾向を評価 ・支援で きると考え資料 メニ ュ

ーを作成 した。表現活動時での相互評価を把握すれば,理 解 した ことや考え方について評 価

で きると考え ア ドバ イスカー ドを作成 した。
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4実 践事例

事例1操 作 ・構成活動 で関連 付けて考え ることによ り,「 考 える力 」と 「表現す るカ」が高

ま りその時代 の歴史 イメー ジを深 めて いった事例

(1)小 単元名 明治維新 で活躍 した人 々(8時 間扱い)

(2)主 な展開

主な学習活動 と内容 ◆評価◇支援の工夫 A君 の歴史イメー ジの変化

① 幕 末 と明 冶 の 日本 橋 の2枚 の 絵 を 比 ① ◇ 変化 の事 実 が よ く わか る学習 材 を ② 日本 を強 く して 争い の な い国 に し

較 し,話 し合 う。 用意 す る。 よ うと した の だ ろ う。 強 くす るた

② 開 国 ・国 際 情 勢 ・幕 府 崩 壊 に っ い て ② ◆ 意欲 的 に 学 習 問題 に 取 り組 もう と め に技 術 を 取 り入 れ て産 業 を発 達

調 べ,学 習 問 題 『大久 保 利 通 な ど を して い る か 。 させ た と 思 う。(産 業 を 調 べ る 。 〉

中 心 と した 明 治新 政 府 は どん な国 を ◇ 国 際 情 勢 を知 り,大 久保 の立 場 で ⑥ 産業 を発 達 させ 軍 事 工場 を つ くる

つ くろ うと した の だ ろ うか 』 と設 定 政策 を考 え られ る よ うにす る。 こ とで,軍 を強 くす る こ とが で き

し,予 想 す る。 るん だ。 四民 平 等 と地 租 改 正 で国

③ 大 久保 の 行 っ た政 策 を歴 史新 聞 で 書 ③ ◆学 習 課題 を明 確 に もち学 習 計 画が 民み んな か ら税 金 を集 め た か ら工

き 表 す こ とを 知 り,学 習 課題 を決 め 立 て られ たか 。(学 習 計 画 表) 場 が 造れ たの だ ろ う。 四 民平 等 と

学 習 計画 を立 て る。 ◇ 表 現 す る 意 志 ・目的 ・内 容 ・相 手 ・ 徴 兵 制 で国 民 全 部で 軍 隊 をつ く ろ

④課 題 を追 究 す る。 方 法 を 明確 に で き る よ うに す る。 う と し た 。

・税 金(地 租 改 正)・ 教育(学 制) ④ ◇ 政 策 ご とに 資 料 を準 備 す る。(資 『つ ま り』 四 民平 等 や 地租 改 正 等

・産 業 の 発展(殖 産 興業)・ 軍 隊 料 メ ニ ュ ー 〉 は 軍 に役 立 っ て いた。

(徴 兵 制)・ 身 分 制 度(四 民 平 等) ◇ 演説 の しか た を紹 介 す る。(大 久 大 久保 は い ろ い ろな 方法 で 日本 と

・中央集 権(廃 藩 置県) 保 が 下 級役 人 に政 策 を 演説 して い い う国 を 意識 して 強 くす る政 治 を

・事 実 を 新 聞1段 目 に 書 く
。 る場 面) し た の だ 。

・政 策 演説 原 稿 を 新聞2段 目に 書 く。 ⑦ ⑧B君 やCさ ん は,大 久 保が や っ

⑤ 架 空 演説 会 を開 く。 ⑤ ◆大 久 保 の立 場 で わ か りや す く演 説 た 政 策 は 日本 を 強 くす る よい 政 治

⑥ 操 作 ・構 成 活 動 を して 歴 史イ メー ジ し て い た か 。 だ とい う意 見 です 。 で も ぼ くは,

を 作 り図 に表 す。 ⑥ ◇ い ろ い ろな 政 策 を関 連 付 け てそ の 大 久保 は 反 対す る人 を 無視 して 日

⑦ 政策 に反 対運 動 が あ っ た こ と を知 り 意味 を考 え られ る よ うにす る。 本 をむ りや り強 く しよ うと した と

歴 史 イ メー ジ を新 聞社 説 欄 に 書 く。 ⑦ ◆歴 史 イ メー ジ を深 め られ てい るか 思 い ます 。 大久 保 のや っ た こ とは,

⑧ 歴 史 新 聞 を読 み あ い,共 感 や 疑問 ⑧◇ 互 い の よさ を認 め 合 う。 日本 に・とっ て大 切 で あ った け れ ど

を投 書 と して 出 す。 (投 書 ア ドバ イ ス カ ー ド〕 少 し強 引 か な と思 い ま した 、

(3)考 察

学習計画表の記述や補助簿を もとに,② の活動ではA君 は明治政府が 日本を強 くしよ うと

したことは認識 してい る。ただ し,強 くして争 いのない国 に しよ うと した とい う認識 は,戦

争のたあの軍の整備 とい う事実か ら考えて一方 的である。 また,殖 産興業政策 とい う一面だ

けか ら国づ くりを考えてい るので,④ ⑤⑥の活動 では次の ような支援を試みた。(ア)軍 隊

につ いて調べた子 と同 じグループに して,考 える機会 を作 る。(イ)産 業の中で も軍事工場

に力を入れた資料 を提 示する。(ウ)地 租改正 や四民平等の産業の発達 や軍 の整備 に大 きく

関連 していた ことに気付 くよ うに言葉かけをす る。 その結果A君 は学習 問題 について,い ろ

いろな政策 を関連付 けて考え ることがで きるよ うになり,そ の時代の歴史 イメー ジを深 める

ことがで きた。
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事 例2身 体表現活動 で立場 や見方 を変 えて考え ることによ り,

が高ま りその時代の歴史イメー ジを深 めて いった事例

(1)小 単元名2つ の戦争 と日本 の動 き(6時 間扱 い)

(2)主 な展開

「考 え る力 」 と 「表 現 す る力 」

主な学習活動 と内容 ◆評価◇支援の工夫 Kさ んの歴史イメー ジの変化

① 日露 戦 争 後 の 外 国か らの 日本 に対 ① ◇ 日本 の 国 力 の 高 ま りに 関心 が を も ① 生 活や 文 化 を西 洋 風 に しよ うと した

す る評 価 の 変 化 を話 し合 う。 て る よ うな学 習 材 を 用 意す る。 の で は な い か 。

② 学習 問 題 を 『日本 は どの よ うに し ◆意 欲 的 に 学習 問 題 に 取 り組 も うと

て力 をつ け,外 国 に 認 め られ る よ して い る か 。 ② 戦争 が あ っ て 日本 は軍 事 面 で は強 か

う に な っ た の だ ろ う 。 ま た,そ の ② ◇ 年 表 か ら歴 史 的 事象 と外 国 との 関 った 。 たぶ ん,外 国 の力 を取 り入 れ

こ とは 外 国 の 人 々に どの よ うな影 連 に つ い て考 え られ る よ うに す る て近 代 化 を して い た と思 う。

響 を与 えた の だ ろ う。 』 と設 定 し (近 代 化 の視 点)

予想 す る。

③ 年 表 を もと に歴 史 イ メ ー ジ を考 え ③ ◆ 自分 な りの歴 史イ メー ジ が もて た ③④伊藤博文を通して政治の近代化に

国 際 会 議 『日本 の 国 際 的地 位 の 向 か 。 つ い て 調 べ る 。

上 』 で 様 々 な人 物 の 立場 で,発 言 ◆学 習 課 題 を 明確 に もち学 習 計 画 が (政 治 の 近 代化 の 視 点)

す るこ と を知 り学習 課 題 を決 め学 立 て られ た か。(学 習 計画 表)

習 計 画 を立 て る。 ⑤ 日本 は アメ リカ な どか らは 不 平 等 条

④ 課題 ご とに グル ー プ を作 り追 究す ④ ◇ で き ご と人物 に つ い て の資 料 を 準 約 を結 ば され てい た が,中 国 や 朝鮮

る 。 備 す る.(資 料 メ ニ ュ ー) の人 々に ひ ど い こ とを して い た。

・政 治 の 近 代 化(伊 藤 ・板 垣 ・大 ◇ 会 挙 で の 発表 の 仕 方例 を紹 介 す る や った りや られ た りの時 代 だ。

隈)・ 条 約 改 正(陸 奥 ・小 村)・ 教 ⑤◇発表内容や児童の様子を補助簿に (外 交+外 国 の視 点 〉

育の 充 実(福 沢)・ 戦 争 の 様 子(東 メモ しなが ら,会 議 が 児 童 の思 考

郷)・ 科 学 の 発 展(野 口)・ 産 業 の の 沸れ に沿 うよ うに 司会 をす る。 ⑥ 日本 は 国 際的 地位 の 向上 の た め に国

発 展(労 働 者 ・田 中)・ 外 国(中 国 ・ ⑥◇ 互 い の よ さを認 め あ う。(ア ドバ 会 ・憲 法 ・大 学 な ど を作 っ た り して

朝 鮮 ・ コ シ ア) イ ス カ ー ド) 条 約 改 正 に努 力 を して い た よ うだ。

⑤ 「国 際会 議 」 で それ ぞれ の 立 場 で ◆ それ ぞ れ の 人物 の考 え 方 が整 理 さ で も,戦 争 で 外 国に 迷 惑 を か け た。

発 言 す る。 れ て い る か 。 日本 は 二重 人 格 国家 の よ うだ。

⑥ 発 表 を聞 き,歴 史イ メー ジ を 深 め ◆分 か りや す く表 現 して い るか 。 (政 治 の視 点+教 育+外 交+外 国 の

る 。 ⑦ ◆歴 史イ メ ー ジ を深 め られ てい る か 視 点)

(3)考 察

④の活動では学習課題 とかかわ りのある人物 につ いての資料を用意 し,そ れ ぞれの人物の

立場 にな って考えやすいよ うに した。 また,日 本人の立場 と外国の人の立場の発言 の違 いが

明 らか にな るよ うに声かけを した。⑤ の活動で は④の支援が生 きて人物 にな りきって考え ら

れ るようにな り,日 本人,外 国の人の立場 にな って,論 点を明 らか に して 「国際会議 」で話

し合 うことがで きた。その結果,人 物 と立場 の違 う人の意見を聞 くことによ り,様 々な視点

か ら学習問題にっいて考え ることがで きるよ うにな り,そ の時代の歴史イ メー ジを深 め るこ

とがで きた。
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V研 究の成果 と今後 の課題

1研 究の成 果

児童一人一人 の歴史 的な見方 や考え方を深め るには,「 考え る力」 と 「表現 す る力 」を高

め ることが重要で あ る。 その たあに,児 童の思考 と表現 が相互 にかかわ りあ う体 験的な学習

活動 と評価 ・支援 の工夫 を考え た。

(1)劇 化な どの身体 的表現活動(「 演説会」 ・ 「国際会議 」)【 実践事例1・2参 照】

人物 に共感 して その時代の歴史 イメージを深めてい くには,演 説会や国際会議 とい うよ う

にその人物 の立場 に立 って考え るよ うな場を設定す ることが たいへん有効であ ることが わか

った。 この活動で は 目的や発表相手が明確 とな っているので,主 体的 に事実を調 べて考え,

相手にわか りやす く表現 しよ うとす る意欲にっながる。 この ことが 「考え る力」 と 「表現す

る力」を高めて,歴 史的な見方 や考え方を深あ るのに役立 った。

(2)操 作 ・構成活動 【実践事例1参 照】

歴史的事象を比 較 した り,関 連付 けた り,意 味付けた りして,そ の時代の歴史イ メー ジを

深 めて い くには,操 作 ・構成活 動が たいへん有効であ ることがわか った。 この活 動では,児

童 は課題 を記入 した カー ドを手に もち 「っ ま り」や 「だか ら」 とい ったっ なぎ言葉を 口に し

なが ら整理 した り,置 き換えた り,線 で結ん だ りして試行錯誤 を くり返すので,「 考え る力」

と 「表現す る力 」が高 あ られ る。 この ことが,歴 史的な見方や考 え方 の深 ま りに役立 った。

〔明治維新での操作 ・構成活動の例〕

『つ ま り』ど

ん な 時 代 だ

っ た か を 考

え キ ー ワ ー

ドを 記 入 す
く

業 の発 達 ←一 一倉 一一一一 四民 平等

・・〉

どん な っな が

りが あ るか を

考え短 い文 で

記入 す る。

圃 匝 亟i
(6つ の カー ドの選択 は各 グルー プ ご とに異 な る)

(3)児 童の思考 と表現 を評価で きる学習計画表 【実践事例1・2参 照】

学習計画表 に学 習過程の各段階での 自分な りのその時代 の歴史 イメージを書 くよ うに した。

その結果児童 自身が 自分の歴史 イメー ジの変容を知 ることがで きるよ うになった。また,表

現す る 「意志 ・目的」 「内容 ・相手 」 「方法」を書 き入れ ることによ り,児 童 は見通 しを も

って学習活動をす るようにな った。 この学習計画表 により,児 童の思考 と表現を評価す るこ

とがで き,必 要 なときに十分な個別の支援 をお こな うことがで きた。

2今 後の課題

(1)体 験 的な学習活動をお こなってい る際の児童 一人一人 に対す る評価 と適切 な資料の提示 ・

助 言などの支援 にっいて よ り具体的 な研究を深 める必要があ る。

(2》 単元 の目標 ・明治 時代以降の人物の取 り扱 い(だ れを どの ように)と 体験 的な学習活動の

関連 について検討 を して い きたい。
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